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自分で完結できる仕事をしたい
やりがいのある仕事

「高梁紅茶」で高梁をＰＲ
　会社に勤めていた藤田さんが「自分で完結
できる仕事」「やりがいのある仕事」として、
奥さんの実家がある高梁市で農業をはじめた
のは平成11年。就農当初は、トマトを中心とし
た農業経営を行っていました。平成16年に生
活交流グループに参加し、その中で「百姓の
わざ伝承グループ」として「高梁紅茶」の生
産を始めました。
　生産農家（５戸）の協力をいただき、５月か
ら9月に製品化を行い、地元の直売所をはじめ、
岡山、倉敷などで販売しています。各地で行
われるイベントで試飲会など積極的なＰＲ活動
を行い、当初は50㌔㌘だった製品の量も、今
では目標1㌧となり、各地から「高梁紅茶」を
求める声が多くなってきています。今後は、和
菓子にあう新たな商品として「神楽紅茶」な
どを模索しています。
　これから、後継者や組織づくりなど、次世
代につなぐことが課題となっています。藤田さ
んは、「高梁紅茶で高梁をＰＲしたい」「国産紅
茶を広く知ってもらえるよう頑張りたい」と話
します。

百姓のわざ伝承グループ（松原町）

がんばってる　  　の取り組みを紹介します

藤田  泉さん（60）  松原町松岡
「農業は苦労も多いが、出来上
がったものを手にした時の充実
感や達成感はすばらしい。」と藤
田さんは笑顔で話します。

販売されている「高梁紅茶」

○相談機関一覧（相談内容別）　　※表中の◎が第１相談機関、○が第２相談機関とします。

相  談  内  容

高梁市 高梁地域組合農
業共済センター
☎�０３５０

高梁農業普及
指導センター
☎�２８５０

高梁家畜保健
衛生所

☎�２０７７

びほく農業協
同組合

☎�４５５５
農林課

農業委員会
各地域局

農業技術に関
すること

農作物
栽培技術

栽培方法 ◎
使用薬剤など ◎ ○
共済制度 ◎ ○

家畜飼養
管理技術

飼育方法 ◎ ○
家畜衛生 ◎
防疫 ○ ◎ ○
共済制度 ◎

農業経営に関
すること

経営計画・改善 ◎ ○
経営資金の融資 ○ ◎ ○
経理等（農業簿記記帳） ◎ ○

農業資材・機械設備に関すること ◎
農業施設の災
害に関するこ
と

災害発生（状況調査報告） ◎ ○（共済加入者） ○
災害復旧 ◎
共済制度 ◎

農作物被害対
策に関するこ
と

災害発生（状況調査報告） ◎ ○（共済加入者） ○
被害対策 ◎ ◎（気象災害）
共済制度（補償） ◎

農地の取得・借用に関すること ◎
各種補助制度に関すること ◎
農業者年金に関すること ◎
農業をしたいと思っている人 ◎ ○
認定農業者になりたい人 ◎ ○
集落営農を立ち上げたい人 ◎ ○
法人化したい人 ○ ◎
空き家・空き農地に関すること 担当：高梁市市民課定住対策室☎�０２８２

作業場（松原集出荷場）

「高梁紅茶」
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高梁クオリティ「芍薬」のＰＲ模様
（５月：ＪＲ岡山駅　約500人来場）

高梁の農産物ブランドマーク
「高梁クオリティ」とは、高
梁の上質な品質のものであ
るという意味を表しています。
大地の色と滴るみずみずしさ
を表示した円形の中に高梁ク
オリティの頭文字「ＴＱ」を
デザインしています。
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特産品の産地を守り引き継ぐ
　過疎化・高齢化が進む中、平川地域でも担い手不足や耕
作放棄地の増加が今後も予想されることから、「遊休農地の
活用」と「農村への定住促進」を目的として、平川地区の農
家とびほく農業協同組合、行政などでつくる「平川村定住
推進協議会」が平成20年度に発足しました。
　当会は、「体感田舎暮らし」として、農業や農村生活に興
味を持っている人を対象に、一定期間（約２年間）トマトや
ピオーネの収穫作業などを体験するとともに、秋祭りなどの
地域行事に参加して地域住民との交流を図るなど農村生活
を体験する取り組みであり、将来的にはこの地域に定住し農
業を営んでもらうことを目指しています。
　この取り組みの利点は、定住する前に農村体験を行うため、
就農希望者と受け入れ地域の双方がお互いをよく知ること
ができ、就農希望者が地域にスムーズに溶け込め、就農後
のいろいろな問題を防ぐことができます。
　これまで３組の新規就農者を受
け入れており、今後も情報収集や地
域団結などに力を入れ、受け入れる
体制作りを確立させていきます。
　中岸会長は、「これからも体感田
舎暮らしによる新規就農者の受け
入れを行い、平川地域がトマトやピ
オーネの産地として発表していきた
い」と話してくれました。

平川村
むら
定住促進協議会（備中町）

中岸 廣之さん（77）  備中町平川

「体感田舎暮らし」による地域
内の農業指導の様子

「本気で農業をやる意思がある
かどうか、農村生活に馴染める
かが重要なポイント」と中岸会
長は話しています。


